
高品位米生産技術の向上

～ 技術水準・実践力向上による良食味で安全安心な高品位米の安定供給 ～

対象：ＪＡ新すながわ特別栽培米生産組合（６８戸）

１ 活動の背景

２ 活動の経過

現状 課題 改善方向・方策

特別栽培かつ低タンパク推進
産地ブランド確立したい！

しかし

タンパクの年次変動大

慣行栽培への切替増加

低タンパク米出荷率の
高位安定化

特別栽培米作面積の維持

生育情報・技術情報の発信

ＩＣＴ活用

高品位米率向上

産地ブランド確立による
有利販売と所得確保

①技術情報の発信・現地指導 ②ＩＣＴ機器の活用

③施肥対策指導
組合員全戸に土壌分析を依頼し、過去の施肥履歴や出荷実績等を加味して施肥内容を提案

JAコネクトに
よる情報発信

幼形期判定会 水田センサデータを可視化

水田センサーを使用した生育期予測アプリ
を開発。収集データを活用。計１５回発信今後の管理の

参考になるね！

処方作成 出荷実績と施肥履歴

理想の水管理に近づいている！！

【中空知支所：地域第一係】

課題番号17

施肥面談

目標：秋耕起実施率 82% ⇒ 90%

JA
普及

農業者

課題の共有

改善案提示

78サンプルの
幼形期を判定・
判定結果掲示
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３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

①基本技術の実践

②低タンパク出荷率向上

組合員の更なる
実践力向上

環境負荷低減に
向けた取組
(長期中干し等)

＋ ⇒

低タンパク米出荷率
の高位安定化！

産地ブランド向上！

調査始め４年と直近４年の
低タンパク出荷率平均値

過去８年の低タンパク出荷率

天候特異年(H30・R5)を除き、
R3年以降は60%以上をキープ！

育苗日数短縮！

珪酸施用量UP！

しっかり管理できてるね！

８２％(R5) ⇒ ８５％(R6)

秋耕起実施率

農業者・ＪＡ・普セが連携し
技術研鑽に励む。

茎数十分！
生育順調！

H30 R6

31 29

100% 100%

90 97

90% 97%

7.5 7.8

57% 53%

77% 85%

技術項目

育苗日数

施肥面談参加率

基肥珪酸資材(kg/10a)

珪酸追肥実施率

窒素施肥量(kg/10a)

側条施肥割合

秋耕起実施率

88.3%

1.9%

32.0%
28.8%

68.1%

90.6%

7.1%

64.2%
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